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（平成29年２月22日開会）平成２９年第１回定例会　全会一致で可決された案件　　　　　　　　　　

件　　　　　　　　　　名 内　　　　　　　容 結　果

報 告
第 1 号

処分事件報告について（和解に関すること
及び損害賠償の額を定めることについて）

藤ケ谷地内で起きた公用車の接触事故に伴う損

害賠償について、専決処分事項の指定に基づき

専決処分したもの

報　告

報 告
第 ２ 号

処分事件報告について（工事請負契約の一
部変更について）

平成２７年第３回定例会において議決を得た筑西

市スピカビル本庁舎整備改修工事に係る契約金

額の変更契約を締結することについて、専決処

分事項の指定に基づき専決処分したもの

報　告

報 告
第 ３ 号

処分事件報告について（平成２８年度筑西
市一般会計補正予算（第６号））

ふるさと納税申込件数の増に伴う歳入の寄付金

及び歳出の基金積立金の増額等により、 歳入歳

出それぞれ 6,768 万余円を追加するもの

承　認

報 告
第 ４ 号

処分事件報告について（筑西市行政組織条
例の一部を改正する条例）

新中核病院の建設に関する事務について、 中核

病院整備部から土木部に移管するため、 条例を

改正するもの

承　認

議 案
第 １ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員が任期満了となるため、 委員の推

薦について議会の意見を求めるもの
推薦に同意

議 案
第 ２ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員が任期満了となるため、 委員の推

薦について議会の意見を求めるもの
推薦に同意

議 案
第 ３ 号

筑西市議会議員及び長の選挙における選
挙運動用自動車の使用並びに選挙運動用
ポスターの作成の公費負担に関する条例の
一部改正について

市長選挙における選挙運動用ビラの作成経費に

ついて公費負担できるようにするため、条例を改

正するもの

原案可決

議 案
第 ４ 号 市道路線の廃止について

関城地区における用途廃止による３路線を廃止す

るもの
原案可決

議 案
第 ５ 号 市道路線の認定について

下館地区における開発行為に伴う１路線を認定す

るもの
原案可決

議 案
第 ７ 号

平成２８年度筑西市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

小貝川東部流域下水道維持管理負担金の減など

により、歳入歳出それぞれ3,619万余円を減額す

るもの

原案可決

議 案
第 ８ 号

平成２８年度筑西市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号）

河間北部地区排水処理施設建設事業費の確定な

どにより１億6,497万余円を減額するもの
原案可決

議 案
第 ９ 号

平成２８年度筑西市下館結城都市計画事業
八丁台土地区画整理事業特別会計補正予
算（第２号）

保留地売払収入を減額し、一般会計繰入金等を

増額するもの
原案可決

議 案
第 10 号

平成２８年度筑西市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

保険料軽減者数の増による保険料の減額に伴い、

繰入金を増額するもの
原案可決

議 案
第 11 号

平成２８年度筑西市水道事業会計補正予算
（第３号）

消費税及び消火栓修繕費を増額し、配水管布設

工事費等を減額するもの
原案可決

議 案
第 12 号

平成２８年度筑西市病院事業会計補正予算
（第２号）

新中核病院の継続費の年割額の変更、地方債限

度額の補正及び工事請負費等の減額をするもの
原案可決

議 案
第 13 号 第２次筑西市総合計画基本構想について

第２次筑西市総合計画基本構想を定めることに

ついて、議会の議決を求めるもの
原案可決

議 案
第 14 号 筑西市行政組織条例の一部改正について

市長公室の分掌事務に政策課題等の連絡調整に

関することを加えるため、条例を改正するもの
原案可決

議 案
第 15 号

筑西市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部改正について

要介護者を介護する職員について、正規の勤務

時間以外の時間における勤務を制限するため条

例を改正するもの

原案可決
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議決一覧表

平成２９年第１回定例会　全会一致で可決された案件　　

件　　　　　　　　　　名 内　　　　　　　容 結　果

議 案
第 16 号

筑西市職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について

地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部

改正により、育児休業等の対象となる子の範囲に、

特別養子縁組の監護期間中の子、養子縁組里親

に委託されている子等が加えられたこと等に伴

い、所要の改正をするもの

原案可決

議 案
第 17 号

筑西市特別職の職にある者で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

地域公共交通会議、筑西・桜川地域医療懇談会及

び都市計画道路再検討委員会の委員等の報酬を

追加するため、条例を改正するもの

原案可決

議 案
第 18 号

筑西市下館駅前活性化促進条例の廃止に
ついて

市役所本庁舎のスピカビル移転に伴い、スピカビ

ルの管理運営者に対し、当該運営者が納付した固

定資産税及び都市計画税に相当する額を奨励金

として交付するための同条例を廃止するもの

原案可決

議 案
第 19 号 筑西市土地開発基金条例の廃止について

公用若しくは公共の用に供する土地又は公共の

利益のために取得する必要のある土地をあらか

じめ取得するための同基金を廃止するため、条例

を廃止するもの

原案可決

議 案
第 20 号 筑西市税条例等の一部改正について

地方税法の一部改正に伴い、個人住民税におけ

る住宅ローン控除制度の適用期限及び軽自動車

税のグリーン化特例（軽課）の延長、法人税割の税

率引下げ及び軽自動車税の環境性能割の導入の

時期の変更等をするため、条例を改正するもの

原案可決

議 案
第 21 号

筑西市土砂等による土地の埋立て等の規
制に関する条例の全部改正について

本市の土壌の汚染及び災害の発生を防止する

ため、規制の対象となる埋立て等をする土地の

適用範囲を「５００㎡以上５，０００㎡未満」から「５，

０００㎡未満」に拡大するほか埋め立てる土砂の

性質、搬入元等について規制・罰則を強化するた

め、条例の全部を改正するもの

原案可決

議 案
第 22 号

筑西市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

放課後児童支援員の要件に、学校教育法改正に

より新たな学校の種類として制度化された小学

校から中学校までの義務教育を一貫して行う「義

務教育学校」の教諭となる資格を有する者を加

えるため、条例を改正するもの

原案可決

議 案
第 23 号

筑西市デイサービスセンター条例の一部改
正について

デイサービスセンターの利用者について、現行の

介護保険法に規定する要支援者を、要支援認定

を受けた被保険者のうち居宅において支援を受

ける居宅要支援被保険者等とし、その者の利用料

金を設定する等のため、条例を改正するもの

原案可決

議 案
第 24 号 筑西市介護保険条例の一部改正について

第１号被保険者のうち介護保険法施行令第３８条

第１項第１号に掲げる者に係る保険料の減額措置

について、平成２９年度まで延長するため、条例を

改正するもの

原案可決

議 案
第 25 号

筑西市下館駐車場条例の一部改正につい
て

市役所本庁舎のスピカビル移転に伴い、下館駅前

駐車場及び下館駅東駐車場の駐車料金について、

２時間まで無料とするほか市役所に用務のために

来庁した者の自動車については免除し、その他所

要の改正をするもの

原案可決

議 案
第 28 号

平成２９年度筑西市後期高齢者医療特別会
計予算

平成29年度当初予算として20億451万余円を定

めるもの
原案可決

（平成29年２月22日開会）
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平成２９年第１回定例会　賛否が分かれた案件

議員名

案件名

小
倉
ひ
と
美

三
澤　

隆
一

藤
澤　

和
成

森　

  

正
雄

保
坂　

直
樹

田
中　

隆
徳

稲
川　

新
二

小
島　

信
一

大
嶋  　

茂

石
島　

勝
男

増
渕　

慎
治

仁
平　

正
巳

真
次　

洋
行

尾
木　

恵
子

外
山　

壽
彦

金
澤　

良
司

箱
守　

茂
樹

藤
川　

寧
子

堀
江　

健
一

秋
山　

恵
一

赤
城　

正
德

榎
戸
甲
子
夫

三
浦　

  

譲

鈴
木　

  

聡

議決
結果

議案第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

議案第 26 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

議案第 27 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

議案第 33 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

※ ○＝賛成、×＝反対。箱守議長は採決には加わりません。

議案第６号：平成 28 年度筑西市一般会計補正予算（第７号）
　�事業費の確定による精算及び子ども・子育て支援給付の増により、歳入歳出それぞれ 2 億 2,216 万余円を
　増額するもの

議案第 26 号：平成 29 年度筑西市一般会計予算
　平成 29 年度当初予算として 419 億５,000 万円を定めるもの

議案第 27 号：平成 29 年度筑西市国民健康保険特別会計予算
　 平成 29 年度当初予算として 151 億 962 万余円を定めるもの

議案第 33 号：平成 29 年度筑西市介護保険特別会計予算
　��平成 29 年度当初予算として 90 億 3,938 万余円を定めるもの

【議員提出議案】

議員提出議案
第 １ 号

筑西市議会政務活動費の交付に関する条
例の一部改正について

会派及び無会派議員に交付されている政務活動

費の交付対象を個々の議員とするため、条例を

改正するもの

原案可決

平成２９年第１回定例会　全会一致で可決された案件　　

件　　　　　　　　　　名 内　　　　　　　容 結　果

議 案
第 29 号

平成２９年度筑西市公共下水道事業特別会
計予算

平成29年度当初予算として23億5,626万余円を

定めるもの
原案可決

議 案
第 30 号

平成２９年度筑西市農業集落排水事業特別
会計予算

平成29年度当初予算として12億7,045万余円を

定めるもの
原案可決

議 案
第 31 号

平成２９年度筑西市下館結城都市計画事業
八丁台土地区画整理事業特別会計予算

平成29年度当初予算として１億5,918万余円を定

めるもの
原案可決

議 案
第 32 号

平成２９年度筑西市駐車場事業特別会計予
算

平成29年度当初予算として１億357万余円を定め

るもの
原案可決

議 案
第 34 号

平成２９年度筑西市介護サービス事業特別
会計予算

平成29年度当初予算として3,224万余円を定める

もの
原案可決

議 案
第 35 号 平成２９年度筑西市水道事業会計予算

平成29年度当初予算として35億3,303万余円を

定めるもの
原案可決

議 案
第 36 号 平成２９年度筑西市病院事業会計予算

平成29年度当初予算として78億6,016万余円を

定めるもの
原案可決

（平成29年２月22日開会）
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【
予
算
特
別
委
員
会
委
員
】

◎
榎
戸
甲
子
夫　

○
田
中　

隆
徳

　

小
倉
ひ
と
美　
　

三
澤　

隆
一

　

藤
澤　

和
成　
　

森　
　

正
雄

　

大
嶋　
　

茂　
　

増
渕　

慎
治

　

尾
木　

恵
子　
　

堀
江　

健
一

　

赤
城　

正
德　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
９
日
、

13
日
の
２
日
間
開
か
れ
、
平
成
29
年
度

の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
予
算
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
審
査
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
（
審
査
順
）

▼
企
画
部

　

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
業
務
委
託

　

広
域
連
携
バ
ス
と
市
街
地
循
環
バ
ス

　

の
運
行
計
画

▼
市
長
公
室　

�

　

筑
西
地
域
企
業
誘
致
等
連
絡
協
議
会

　

の
役
割

　

秋
田
県
井
川
町
と
の
災
害
時
応
援
協

　

定
と
今
後
の
交
流

　
▼
総
務
部

　
�

入
札
契
約
評
価
委
員
会
委
員
の
選
任

　

明
野
庁
舎
の
避
難
所
・
防
災
機
能

▼
税
務
部

　

法
人
税
の
納
付
状
況

▼
市
民
環
境
部

　

�

空
き
家
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

▼
保
健
福
祉
部

　

�

健
康
相
談
24
事
業
と
新
中
核
病
院
と

の
連
携

　

あ
け
の
元
気
館
修
繕
事
業

▼
経
済
部

　

�

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
の
戦

略

　

観
光
資
源
開
発
事
業
及
び
観
光
客
誘

　

致
拡
大
事
業

▼
土
木
部

　

�
新
中
核
病
院
敷
地
雨
水
等
対
策

　

立
体
駐
車
場
の
案
内
表
示
と
危
険
防

　

止
▼
上
下
水
道
部

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
更
新
の
経
緯

本年度予算額 前年度予算額

一　般　会　計 419 億 5,000 万円 422 億 5,000 万円

特
　
別
　
会

計
　

国 民 健 康 保 険 151 億 962 万 4千円 148 億 6,596 万 3 千円

後期高齢者医療 20 億 451 万 5千円 19 億 3,234 万 8 千円

公共下水道事業 23 億 5,626 万 3 千円 23 億 9,092 万 5 千円

農 業 集 落
排 水 事 業

12 億 7,045 万 7 千円 13 億 155 万 8千円

八 丁 台 土 地 区
画 整 理 事 業

1 億 5,918 万 1 千円 2億 1,369 万円

駐 車 場 事 業 1 億 357 万 5千円 3,007 万 6 千円

介 護 保 険 90 億 3,938 万 8 千円 88 億 799 万 2千円

介 護 サ ー
ビ ス 事 業

3,224 万 6 千円 4,024 万 1 千円

企
業
会
計

水 道 事 業 35 億 3,303 万 8 千円 32 億 4,305 万 8 千円

病 院 事 業 78 億 6,016 万 3 千円 53 億 8,742 万円

834 億 1,845 万円

平成 29 年度予算総額

特

算

予

別員

委

会

▼
中
核
病
院
整
備
部

　
統
合
支
援
委
託
・
建
設
支
援
委
託
・

　

移
転
計
画
作
成
委
託

▼
会
計
課

　

一
時
借
入
金
の
状
況

▼
市
民
病
院

　

�

県
西
総
合
病
院
派
遣
職
員
人
件
費
負

担
金

▼
教
育
委
員
会

　�

茨
城
国
体
開
催
準
備
事
業
の
取
り
組

み

　

要
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

事
業

予算特別委員会

新中核病院完成予想図

�写真愛好家たちが
集まる母子島遊水地
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質

案

議

疑

　

開
会
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
３
月
３
日

に
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
が
10
項
目
に
及
ぶ
質
疑
を
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
で
は
、

平
成
29
年
度
に
学
校
適
正
配
置
の

検
討
と
実
施
計
画
の
策
定
を
予
定

し
て
い
る
が
、
適
正
配
置
と
は
何

を
意
味
す
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

本
市
の
適
正
規
模
は
、
県
と
同
様

で
小
学
校
は
各
学
年
２
ク
ラ
ス
以

上
、
中
学
校
は
全
学
年
合
計
で
９

ク
ラ
ス
以
上
と
し
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
学
習
や
学
校
行
事
、
い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
な
ど
子
供
た

ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
考
慮
し
設
定
し
て
い
る
。
現
在
、

小
学
校
で
20
校
中
14
校
、
中
学
校

で
７
校
中
１
校
が
適
正
規
模
を

下
回
る
。
今
後
、
適
正
配
置
を
進

め
て
い
く
中
で
、
学
区
の
見
直
し

や
学
校
統
廃
合
も
検
討
し
て
い
く

が
、
学
校
は
地
域
防
災
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
こ
と

や
統
廃
合
に
よ
る
通
学
距
離
の
問

題
も
あ
る
。
地
域
や
保
護
者
と
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生

徒
に
最
も
良
い
環
境
づ
く
り
を
考

え
て
い
き
た
い
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

学
校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
、

下
館
北
中
が
下
館
中
に
統
合
と
い

う
答
申
が
出
た
。
大
規
模
校
で
切

磋
琢
磨
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
不

登
校
や
い
じ
め
が
増
加
傾
向
で
、

学
校
は
荒
れ
て
い
る
の
か
。
原
因

は
、
先
生
の
目
が
届
か
な
い
こ
と

が
多
い
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
で
は
学
校
規
模
は
１
０
０
人

以
下
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
下

館
北
中
が
１
５
０
人
程
だ
か
ら
統

合
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

特
に
市
内
の
小
中
学
校
が
荒
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
い
じ

め
の
捉
え
方
が
変
わ
り
認
知
件
数

は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん

ど
が
解
消
し
て
い
る
。
下
館
北
中

に
つ
い
て
は
統
合
あ
り
き
で
は
な

く
、
部
活
動
の
問
題
で
下
館
中
に

指
定
校
変
更
を
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
保
護
者
、
地
域
の
方
と

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
統
合
の
検

討
を
進
め
て
く
だ
さ
い
と
い
う
答

申
で
あ
る
。

の
競
争
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
で

も
工
業
団
地
を
検
討
中
で
あ
る
。

本
市
で
も
「
競
争
力
の
あ
る
工
業

団
地
」
と
い
う
施
策
を
打
ち
出
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

基
本
構
想
は
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
基
本
的
な
理
念
や
本
市
の
目
指

す
べ
き
姿
を
示
し
た
も
の
。
こ
の

構
想
に
基
づ
く
前
期
基
本
計
画
に
、

「
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
検

討
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

工
業
団
地
造
成
に
は
様
々
な
法
規

制
も
あ
る
が
、
先
日
下
妻
市
が
国

道
２
９
４
号
沿
線
近
く
に
工
業
団

地
を
造
成
す
る
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。
結
城
市
で
は
昨
年
、
上

山
川
北
部
地
区
工
業
団
地
計
画
を

発
表
し
て
い
る
。
両
市
と
も
企
業

側
か
ら
見
た
魅
力
的
な
位
置
に
工

業
団
地
を
決
定
し
て
い
る
と
思
え

る
が
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

【
市
長
】

　

�

本
市
も
工
業
団
地
を
造
り
た
い
が
、

農
地
法
等
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

た
め
県
と
も
よ
く
協
議
し
、
本
市

の
農
業
を
守
り
な
が
ら
企
業
誘
致

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
土

地
利
用
構
想
に
「
工
業
団
地
の
拡

大
、
新
規
追
加
」
と
の
記
述
が
あ

る
。
企
業
誘
致
は
既
に
自
治
体
間

小
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
と
は

問 議
案
第
26
号

産
業
拠
点
の
拡
大
・

新
規
追
加
の
検
討
は

問 議
案
第
13
号

議案質疑
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八
丁
台
土
地
区
画
整

理
事
業
の
進
め
方
は

問 議
案
第
９
号

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

八
丁
台
土
地
区
画
整
理
事
業
で
、

造
成
し
た
区
画
の
売
却
の
経
過
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
土
木
部
長
】

　
�

公
売
を
予
定
し
て
い
る
一
般
保
留

地
11
区
画
の
う
ち
、
本
年
度
は
２

区
画
が
売
却
予
定
で
あ
る
。
契
約

済
み
１
区
画
、
契
約
見
込
み
１
区

画
で
、
と
も
に
３
月
で
あ
る
た
め

今
議
会
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

当
事
業
は
平
成
元
年
か
ら
開
始
し

長
い
月
日
が
経
過
し
て
い
る
。
今

後
は
県
と
協
議
し
て
、
ど
う
し
た

ら
売
れ
る
か
、
速
や
か
に
事
業
を

完
結
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
３
年
以
内
に
事
業
完
結

し
、
そ
の
後
本
換
地
を
進
め
た
い
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

３
年
で
完
結
す
る
と
い
う
そ
の
中

身
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

【
土
木
部
長
】

　

�

下
館
二
高
と
下
館
中
の
間
の
区
画

整
理
に
よ
る
道
路
の
改
良
工
事
や

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

農
業
振
興
は
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
本
市
に
は
１
万
１
千
～

１
万
２
千
㏊
と
い
う
広
大
な
農
地

が
あ
る
。
そ
の
ご
く
一
部
、
30
～

50
㏊
を
工
業
振
興
に
転
用
す
る
と

い
う
の
は
無
理
な
話
と
は
思
え
な

い
。
下
妻
市
、
結
城
市
の
検
討
し

て
い
る
区
域
も
農
業
振
興
区
域
で

あ
る
。
次
に
、
内
環
状
道
路
沿
い

の
下
館
駅
南
地
区
に
新
た
な
活
力

の
創
出
を
考
慮
し
た
土
地
利
用
を

図
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
都
市
計
画
法
上
の
区
域
区

分
の
見
直
し
と
そ
の
前
提
と
し
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

正
も
必
要
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
ど
う
考

え
る
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

総
合
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、
今

後
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

議案質疑 ・ 人事紹介 ・ 行政視察来市

紹

事

人

介

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

��

人
権
擁
護
委
員
2
名
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次

の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た

　

上う
え　

野の　

登と

美み

子こ

（
再
任
）

　
　

筑
西
市
奥
田
２
４
３
番
地
２

　

日ひ　

向な
た　

　
　

猛
た
け
し

（
再
任
）

　
　

筑
西
市
築
地
２
４
６
番
地

本
市
の
行
政
調
査
の
た
め
、
次

の
議
員
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

○
４
月
21
日

　

愛
媛
県
宇
和
島
市
議
会

　
（
14
名
）

　

▽
予
算
特
別
委
員
会
の
運
営

　

に
つ
い
て　

　

▽
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
議
会

　

エ
リ
ア
等
の
整
備
状
況
に

　

つ
い
て

　

▽
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

行
政
視
察
来
市

30
墳
墓
あ
る
墓
地
移
転
、
擁
壁
整

備
、
保
留
地
の
処
分
な
ど
を
進
め

て
い
く
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

こ
の
場
所
は
人
口
を
呼
び
込
む
た

め
に
も
役
に
立
つ
場
所
だ
と
思
う
。

売
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
売
り
込
む
等
い
ろ
い

ろ
な
施
策
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
魅

力
あ
る
土
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
土
木
部
長
】

　

�

販
売
に
つ
い
て
は
不
動
産
会
社
等

と
も
連
携
を
図
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
有
効
利
用
し
て
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【
市
長
】

　

�

本
当
に
３
年
以
内
に
や
っ
て
い
き

た
い
。
き
ち
っ
と
整
理
す
る
よ
う

指
示
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
取
り
組
ん
で
い
く
。


